
■選定の概要
●名称：「天草市﨑津の漁村景観」
●所在地・面積
　陸域：熊本県天草市河浦町大字﨑津 
　　　　　　　　　　　　 ……… 71.4ha
　海域：﨑津漁港区域のうち、
　　　　　　　海域に係る部分 … 88.5ha
　合計………………………………159.9ha

▲空から見た﨑津地区（点線内が選定区域）
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文
部
科
学
大
臣
は
２
月
７
日
、
河
浦
町
﨑
津
地
区
の
漁
村
景
観
を
国
の
重

要
文
化
的
景
観
に
選
定
し
、
同
日
付
け
の
官
報
で
告
示
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
定
は
、
昨
年
11
月
19
日
に
開
か
れ
た
国
の
文
化
審
議
会
か
ら
の

答
申
を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
。
県
内
に
お
い
て
は
、
上
益
城
郡
山
都
町
の

「
通
潤
用
水
と
白
糸
台
地
の
棚
田
景
観
」
に
次
い
で
２
番
目
の
選
定
で
あ
り
、

漁
村
景
観
と
し
て
は
全
国
で
初
め
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
国
選
定
重
要
文
化
的
景
観
「
天
草
市
﨑
津
の
漁
村
景
観
」
の

概
要
や
、
今
後
の
計
画
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　
重
要
文
化
的
景
観
と
は
、
文
化
財

保
護
法
に
基
づ
く
国
の
文
化
財
で
、

同
法
で
は
こ
の
景
観
を
「
地
域
に
お

け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業
及
び
当

該
地
域
の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た

景
観
地
で
我
が
国
民
の
生
活
又
は
生

業
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、〝
人
々
の
生
活
や
営
み

の
ほ
か
、
そ
の
土
地
の
環
境
な
ど
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
て
、
我
が
国

を
代
表
す
る
景
観
〞と
い
う
こ
と
に
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□文化財保護法に基づく文化財種類体系図

史　　跡

「崎津港燈台」付近から望む﨑津地区

な
り
ま
す
。

　
今
回
、「
天
草
市
﨑
津
の
漁
村
景

観
」
も
こ
の
規
定
に
基
づ
き
選
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
一
方
、
市
内
に
お
け
る
国
指
定
文

化
財
に
つ
い
て
は
、
重
要
文
化
財
と

し
て
「
祗
園
橋
」（
船
之
尾
町
）、
名

勝
と
し
て
「
妙
見
浦
」（
天
草
町
）、

な
ど
が
あ
り
、
最
近
で
は
「
棚
底
城

跡
」（
倉
岳
町
）
が
史
跡
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
同
法
に
基
づ
く
文
化
財
種

類
の
体
系
に
つ
い
て
は
、
左
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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要
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ま
た

わ

ぎ
お
ん


